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同一環境で撮影した画像を利用し作成した学習データを用いた複数種類のカメラを利用
した物体認識性能の比較

全周囲画像を利用した物体認識

監視カメラでの利用の際の人検知等での許容範囲の推定
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検証方法
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位置影響受けやすい傾向

カメラ物体間距離，画像内での対象物体の
位置影響受けにくい傾向
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フレーム数増加
させ同枚数にな
るよう調整

撮影映像からフ
レーム抽出で作成
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